
 １．課題（これまでの全国学力・学習状況調査結果等から） 

 

 

 ２．取組のポイント（仮説、改善方法等）  

 

 

 

 ３．具体的な実践  

 

 

 

 ４．成果  

 

 

 

地域名 北総教育事務所 学校名 八街市立八街中央中学校 

授 業 改 善 プ ラ ン 

○記述式問題の正答率の全国平均に対する相対値が、令和２年度から令和４年度にかけて 

６７．７→６９．７→８０．９と上昇しているが、まだ値としては低い。 

○図形領域の正答率の相対値が８１．９、関数領域の正答率の相対値が８２．３と低い。 

○ICTを活用し授業の効率化を図ることで、基礎・基本の定着により多くの時間を使うことができるだ

ろう。 

○基礎・基本の確実な定着とその活用を意識した授業改善を行うことで、記述式問題を含む応用問題に

取り組む意欲を高めるとともに正答率の向上につながるだろう。 

○電子黒板、ロイロノート、パワーポイントなどを活用して板書を行った。 

○授業において、自分の考えを記述させる、周りに説明させる機会を多く設けた（全体、班、ペアなど）。

また、定期テストにも記述式問題を必ず出題した。付随して、近年の入試の傾向として長文問題が出

題されているので、そういった問題への苦手意識を減らすために、定期テストにおいて長文の問題を

出題した。 

○ICT（電子黒板、ロイロノート、パワーポイント）の活用により、板書を中心に時間を短縮すること

ができ、その結果授業の復習や、既習事項の復習に時間を使うことができた。既習事項の復習では、

テストの結果から計算と関数の分野において十分に定着できていなかったため、その分野を中心に復

習を行った。計算は小テストを繰り返し行い、点数を上げることができた。 

○授業において自分の考えを記述させる問題を多く扱った結果、無解答の生徒の数が減った。まだ基礎・

基本の定着が十分ではなく表現力も不足しているため、正答を記述できる生徒は多くないが、部分点

を取れる生徒は大幅に増えた。 

 



◆担当指導主事から（北総教育事務所 指導主事 能登 章人） 

 

 

○ICT活用によりクラス全体に共有化でき、グラフの作成や読み取りが苦手であった生徒に対

し、把握のしやすさにつなげていた。理解が乏しかった生徒の問題解決の一助となった。 

導入時の復習や見通しをより丁寧に行うことで、自ら考える場面において、生徒それぞれが

自らの考えを持つことがよりできると考える。 

 


